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中
心
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
平
成

10
年
６
月
に
国
が
定
め
た
「
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の

第
２
条
に
、
集
積
・
趨す

う

勢せ
い 

・
広
域

効
果
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
地
区

を
中
心
市
街
地
と
す
る
こ
と
が
定
義

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
中
心
市
街
地
が
経
済
や

社
会
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
地
域
の
核
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

の
地
区
と
比
べ
て
小
売
商
業
者
や
都

市
機
能
が
集
積
し
て
お
り
、
現
在
、

空
洞
化
な
ど
の
課
題
を
か
か
え
て
い

る
も
の
の
、
そ
こ
が
活
性
化
す
る
こ

と
で
周
辺
地
区
に
広
く
影
響
を
与
え

る
地
区
で
あ
る
と
い
う
概
念
に
基
づ

●
集
積
要
件　

そ
の
場
所
に

相
当
数
の
小
売
業
者
や
都
市

機
能
が
集
ま
っ
て
い
て
、
そ

れ
ら
が
市
の
中
心
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
市
街

地
で
あ
る
こ
と

●
趨
勢
要
件　

土
地
利
用
や

商
業
活
動
の
状
況
か
ら
み
て
、

機
能
的
な
都
市
活
動
の
確
保

や
経
済
活
力
の
維
持
に
支
障

を
生
じ
て
い
る(

生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る)

と
認
め
ら
れ

る
市
街
地
で
あ
る
こ
と

●
広
域
効
果
要
件　

市
街
地

の
整
備
改
善
、
商
業
の
活
性

化
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と

が
市
や
周
辺
地
域
の
発
展
に

有
効
、
適
切
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
市
街
地
で
あ
る
こ
と

中心市街地が満たす３つの要件の内容

　

特
集
の
第
１
部(

平
成
20
年
10
月
15
日
号
掲
載)

で
は
、「
ま

ち
の
顔
で
あ
る
中
心
市
街
地
の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

中
心
市
街
地
の
人
口
や
商
業
活
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
を
把
握
し
て
設
定
し
た
中
心
市
街

地
の
区
域
や
、
そ
の
中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

第２部   ：本市の中心市街地の区域とその状況：本市の中心市街地の区域とその状況

特集

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
考
え
る

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
考
え
る

中
心
市
街
地
の
定
義
と

本
市
の
状
況
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い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
要
件
を
本
市
の
現
状
に

あ
て
は
め
る
と
、
別
表
の
と
お
り
に

な
り
、
３
つ
の
要
件
す
べ
て
を
満
た

す
の
は
、
旧
渋
川
町
の
み
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
市
街
地
と
し
て
の
３
つ
の
要

件
を
満
た
す
旧
渋
川
町
に
お
い
て
、

中
心
市
街
地
の
区
域
を
設
定
す
る
に

あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
考

え
ま
し
た
。

①
多
様
な
都
市
機
能
や
複
合
的
な
魅

力
を
抱
え
る
区
域

　

渋
川
駅
か
ら
四
ツ
角
周
辺
に
集
積

す
る
商
業
施
設
や
市
役
所
、
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
、
病
院
や
金
融
機

関
な
ど
の
公
益
施
設
、
学
校
、
事
業

所
、
歴
史
の
あ
る
寺
社
な
ど
多
様
な

都
市
機
能
と
複
合
的
な
魅
力
を
抱
え

る
区
域
と
す
る
。

②
小
さ
く
て
充
実
し
た
市
街
地
の
形

成
　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来

に
際
し
、
無
秩
序
に
人
口
が
拡
散
す

る
こ
と
を
防
ぎ
、
一
定
の
範
囲
へ
の

集
積
を
図
る
た
め
、
昭
和
35
年
の
人

口
集
中
地
区
を
区
域
設
定
の
参
考
に

す
る
。

第２部 第２部  ：本市の中心市街地の区域とその状況
▲へそ祭りなど各
種イベントの会場
となる新町五差路。
彫刻と緑を配置し
た魅力あふれる市
街地として整備さ
れた。

中心市街地の３つの要件を市の地区別の現状にあてはめた結果

要件 項目
渋川地区 他の該当

地区
本市の現状

旧渋川町 その他

集
積
要
件

人口

人口・世帯 ○ 人口は約13％、世帯は約16％が旧渋川町に
集積

人口集中地区 ○ 旧渋川町のみに設定がある

児童・生徒 ○ 小学生の約22％、中学生の約30％が旧渋川
町に集積

昼間人口 ○ 全市の約16％、定住人口の1.5倍が旧渋川町
に集積

産業

小売業 ○ ○ 伊香保 商店数は旧渋川町に、年間販売額・売場面積
は行幸田、有馬、金井、子持に集積

飲食店 ○ 飲食店数の約56％、飲食店従業員数の約44
％が旧渋川町に集積

商店街 ○ ○ 伊香保 商業集積地区は旧渋川町、石原、行幸田、有馬、
伊香保地区に存在

事業所・企業 ○ 事業所の約31％が旧渋川町に集積

都市機能
公共施設 ○ 市・県・国の機関、幼稚園、学校などの約20

％が旧渋川町に集積

公益施設 ○ 医療施設の約53％、金融機関の約40％が旧
渋川町に集積

趨
勢
要
件

人口

人口 ○ 伊香保 人口・世帯とも旧渋川町、伊香保地区で最も
減少

高齢化 ○ 伊香保・
小野上

小野上地区、旧渋川町、伊香保地区で高齢化
が進行

児童・生徒 ○ 赤　城 旧渋川町、赤城地区で児童・生徒数の減少が
進行

昼間人口 ○ 全市ともに減少しているが、特に旧渋川町が
全市の減少スピードを上回っている

産業

小売業 ○ 旧渋川町の商店数、年間販売額、売り場面積
はともに減少。他地区ではすべて増加

飲食店 ○ 渋川地区に対する旧渋川町の割合は約73％か
ら66％に減少

商店街 ○
商業集積地区は旧渋川町で商店数、年間販売額、
売り場面積、生鮮品を取り扱う店舗数すべて
において減少

事業所・企業 ○ ○ 伊香保 事業所数、従業員数ともに旧渋川町、金井、
伊香保地区で減少

土地利用 地価 ○ 他地区よりも旧渋川町の地価下落率が大きい

広
域
効
果
要
件

土地利用
土地利用規制 ○ 伊香保 商業地域(用途地域)は旧渋川町と伊香保地区

のみ指定がある

地価 ○ 旧渋川町の地価は他地区よりも高い

都市基盤
・交通

都市基盤 ○ 旧渋川町において、土地区画整理事業等の都
市基盤整備が重点的に進められいる

交通 ○ 旧渋川町は公共交通の重要な結節点であり、
広域的な交通手段を有している

上位計画 総合計画 ○ 総合計画の将来都市構造で「都市拠点」に位
置付けられている

（別表）

中
心
市
街
地
の

区
域
設
定

これにより旧渋川町を本市の中心市街地とする３つの要件をすべて満たすのは旧渋川町のみ
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中心市街地の区域（別図）

③
都
市
計
画
事
業
な
ど
と
の
整
合
性

　

都
市
計
画
の
用
途
地
域
に
お
い
て
、

都
市
機
能
の
集
積
と
土
地
の
高
度
利

用
を
誘
導
す
る
位
置
付
け
に
あ
る
商

業
地
域
の
指
定
区
域
を
中
心
に
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
都
市
計
画
道
路

の
整
備
予
定
な
ど
に
つ
い
て
考
慮
す

る
。

　

①
〜
③
の
視
点
か
ら
、
北
は
商
業

地
域
の
指
定
地
域
の
北
端(

阿
久
津
の

信
号
付
近)

か
ら
渋
川
工
業
高
校
に
か

け
て
、
南
は
市
役
所
本
庁
舎
の
南
西

か
ら
北
東(

商
業
地
域
の
指
定
地
域
の

南
端)

に
か
け
て
、
東
は
国
道
17
号
、

西
は
渋
川
駅
前
通
り
線(

入
沢
の
信

号
付
近
ま
で)

と
し
、
こ
れ
ら
に
囲
ま

れ
た
約
２
４
８
㌶
の
区
域
を
本
市
の

中
心
市
街
地
と
し
ま
す(

別
図
参
照)

。

1
プ
ラ
ス
要
素
と
マ
イ
ナ
ス
要
素

　

中
心
市
街
地
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
、
統
計
的
な
現
状
分
析
を
行

っ
た
結
果
、
公
共
公
益
施
設
が
集
積

し
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
プ
ラ
ス
要
素
と
、
人
口
減
少
、
高

齢
化
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
生
活
便
利

施
設
の
不
足
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
素

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

2
良
い
と
こ
ろ
、
良
く
な
い
と
こ
ろ

　

ま
た
、
昨
年
度
行
っ
た
「
渋
川
市

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
基
本
構
想

基
礎
調
査
」
の
中
で
、
市
民
・
商
業

者
・
通
勤
者
な
ど
を
対
象
に
実
施
し

た
、
中
心
市
街
地
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、「
中
心

市
街
地
の
最
も
良
い
と
こ
ろ
は
？
」

と
い
う
設
問
で
、
市
民
・
商
業
者
・

通
勤
者
と
も
に
「
お
祭
り
行
事
に
故

郷
ら
し
さ
を
感
じ
る
」
と
「
教
育
環

境
が
整
っ
て
い
る
」
の
２
項
目
を
良

い
と
こ
ろ
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、「
水
と
緑
の
潤
い
の
あ
る

雰
囲
気
」
や
「
公
共
公
益
施
設
が
集

中
し
て
い
て
便
利
」
を
挙
げ
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す(

別
表
１
参
照)

。

　

逆
に
「
中
心
市
街
地
の
最
も
良
く

な
い
と
こ
ろ
は
？
」
と
い
う
設
問
で

は
、「
空
き
地
、
空
き
店
舗
等
が
多
く

閑
散
と
し
て
い
る
」
が
１
位
、「
行
き

た
い
商
店
や
飲
食
店
・
特
産
品
等
が

買
え
る
店
等
が
少
な
い
」
が
２
位
に

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
は
、

観
光
施
設
の
不
足
や
交
通
事
情
な
ど

に
不
満
を
も
つ
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す(

別
表
２
参
照)

。

3
市
民
、
商
業
者
が
望
む
ま
ち
の
姿

　

中
心
市
街
地
の
あ
り
方
を
考
え
る

た
め
に
は
、
市
全
体
の
ま
ち
将
来
像

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
を

取
り
巻
く
状
況

市役所入口
渋川市役所

渋川駅

渋川市役所
第二庁舎

県立渋川
工業高校

文

保

文

文

文

文

文

文

保

保

保

保

保

保

保

保
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そ
の
点
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
「
渋
川
市
全
体
と
し
て
ど
の

よ
う
な
ま
ち
の
将
来
像
が
よ
い
で
す

か
」
と
の
設
問
に
対
し
、「
中
心
部
に

核
が
あ
り
周
辺
と
連
携
」
が
市
民
・

商
業
者
の
１
位
、「
多
様
な
機
能
が
中

心
部
に
集
積
」
が
商
業
者
・
通
勤
者

の
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
市
全
体
に

と
っ
て
中
心
市
街
地
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

■
次
回
の
内
容
は

　

第
３
部
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
や
現
状
分
析
を
基
に
、
中
心
市
街

地
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
課
題
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
特
集
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
商
工
振
興
課(

☎
㉒
２
５
９

６)

へ
。

0 5 10 15 20 25 30 35％

へそ祭りや山車まつり等のお祭り・
行事に故郷らしさを感じる

小学校、中学校、高校があり、子どもたち
のための教育環境が整っている

平沢川が流れ、街路樹が植えられる等、
水や緑の潤いのある雰囲気を感じる

市役所や銀行、病院等の公共公益施設が
集中していて、暮らしに便利

寺社や蔵、公民館等の歴史的な資源が
残されており、落ち着いた雰囲気を感じる
日本シャンソン館や渋川市美術館、野外彫刻

等があり、芸術・文化の香りを感じる
商店街や大型店等があり、

日常の買い物に便利
区画整理が進められており、

自動車の利用が便利
車を利用せず、歩く範囲で

生活できる
美味しい飲食店があり、

食事を楽しめる

その他

25.1
25.5

30.6

17.6
21.8

12.9

11.3
8.5

11.3

9.4
11.6

6.5

8.8
8.5

6.3
7.9
6.8

11.3

6.2
6.1
7.3

5.5
4.8
5.6

2.9
4.1

1.6

2.5
1.0

4.8

2.9
1.4
1.6

複数回答
■ 市民(総数＝1,614)
■ 商業者・事業者(総数＝294)
■ 通勤者(総数＝124)

％

空き地、空き店舗等が多く
閑散としている

行きたい商店や飲食店・特産品等が
買える店等が少ない

目玉となる観光施設が
乏しい

駅には近いが、バスの本数が
少ない等、公共交通が不便

公園や広場、ベンチや木陰等、休息できる
場所やくつろげる場所が少ない

自動車中心で、楽しく散策
できる環境が欠けている

にぎわいを生む魅力的な
イベントが少ない

交通渋滞が発生する等、
自動車に対応できていない

住みたくなる魅力的な
住宅が少ない

その他

0 10 20 30 40 50

30.2
41.1

35.5

20.7
18.0
19.4

12.5
12.0

16.9

8.7
2.2

10.5

7.2
5.7

2.4

7.1
6.0

1.6

5.5
7.3
5.6

4.5
2.8

6.5

3.2
3.8

1.6

0.5
0.9
0.0

複数回答
■ 市民(総数＝1,685)
■ 商業者・事業者(総数＝316)
■ 通勤者(総数＝124)

　中心市街地のまちづくりについ

てみんなで考えていくため、「しぶ

かわのまちなかを考えるシンポジ

ウム」を開催します。

　このシンポジウムは、講演会と

パネルディスカ

ッションの２部

構成です。講演

会は、窪田亜矢

さん(東京大学

工学部都市工学

科准教授)によ

る「市民参加によるまちづくりの

実践」と題した講演を行います。

　パネルディスカッションでは、

本市の中心市街地の現状や課題、

現在行っているまちづくりの取り

組みや中心市街地の将来的な展望

などについて、窪田さんのほか、

風見正
しょうぞう

三さん(宮城大学事業構想

学部教授)、まちづくりサポータ

ーと市中心市街地活性化プラン策

定委員会の代表者に参加してもら

い、意見をいただきます。

　皆さん、この機会に一緒にまち

づくりを考えてみませんか。

とき　２月15日(日)午後１時30分
ところ　中央公民館４階講堂
入場料　無料
申込方法　電話またはファックス
で氏名、住所、電話番号、職業

を商工振興課(☎㉒2596・ ㉒

2132)へ

窪田  亜矢さん

みんなで考える「まちづくり」

２月15日開催の講演会と
パネルディスカッション

特集：中心市街地の活性化を考える

設問「中心市街地の最も良いところは？」（別表１）

設問「中心市街地の最も良くないところは？」（別表２）
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２
月
11
日
㈷
の
水
曜
日
は

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す

6

出
し
ま
し
ょ
う
。

④
夜
間
に
ご
み
を
集
積
所
へ
持
ち
出

す
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

⑤
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ふ
た
を
取
り

除
き
、
中
を
す
す
ぎ
、
ラ
ベ
ル
は
は

が
さ
な
い
で
つ
ぶ
さ
ず
に
出
し
ま
し

ょ
う
。

⑥
家
電
４
品
目(

テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機)

と
パ
ソ
コ
ン
は
、
ご
み
と
し
て
出
せ

ま
せ
ん
。
家
電
４
品
目
は
、
小
売
店

な
ど
に
、
パ
ソ
コ
ン
は
製
造
会
社
や

小
売
店
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
取

っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
引
き
取
り
は
有
料
で
す
。

⑦
廃
食
用
油
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
各
総
合
支
所
に
回
収
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
少
量
を
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、
紙
や
布

に
し
み
こ
ま
せ
る
か
、
固
め
て
袋
に

入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
事
業
所
や
商
店
な
ど
か
ら
出
る
事

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
と
安
全
の
た
め
に

ご
み
の
出
し
方
は
ル
ー
ル
ど
お
り
で
す
か

　

最
近
、
ご
み
の
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
ル
ー
ル
を
必
ず
守
る
と
と
も

に
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ご
み
は
、
自
分
の
自
治
会
の
ご
み

集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
古
紙
類
、
ビ
ン
類
、
金
属
類
な
ど

の
資
源
ご
み
は
、
自
治
会
・
育
成
会

な
ど
が
行
う
資
源
ご
み
の
集
団
回
収

へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
市
指
定
ご
み
袋
や
粗
大
ご
み
シ
ー

ル
に
、
自
治
会
名
と
氏
名
を
書
い
て

業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
市
で
は
収
集

し
ま
せ
ん
。
各
自
で
直
接
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
す
る
か
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約
し
、
引

き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ル
ー
ル
違
反
が
大
事
故
に
つ
な
が

る
こ
と
も

　

一
部
の
人
の
ル
ー
ル
違
反
を
原
因

と
す
る
、
ご
み
収
集
車
両
の
火
災
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
２
点
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

①
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、
使
い
切

っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

②
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
使
い
切
っ
て
か
ら
、
必
ず
穴
を

あ
け
て
気
体
を
抜
い
て
か
ら
出
し
ま

し
ょ
う
。

ごみが発火し収集車が火災に
消防隊員が原因を調査

　

ご
み
の
出
し
方
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、環
境
課(
☎
㉒
２
１
１
４)

へ
。

もう一度確認してくださいもう一度確認してください

心の健康づくり講演会２月16日

心の疲れに気付き、上手に乗り越えるための要点
　市では、市民一人ひとりが、心の健康問題の
重要性を認識するとともに、自らの心の不調に
気付き、適切に対処する方法を知るための講演
会を開催します。
とき　２月16日(月)午後１時30分～３時30分
(受付は午後１時～１時30分)

ところ　渋川保健センター(第二庁舎１階)
講師　鈴木庄

しょうすけ

亮さん(Ｎ
エ ヌ ピ ー オ ー

ＰＯ国際エコヘルス研
究会理事長・群馬大学名誉教授)
対象者　市内在住・在勤の人
参加料　無料
参加方法　当日直接会場へ

渋川保健センター(☎㉕1321)

ごみはごみ収集車が集めます
決められた場所に出しましょう
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水
道
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
の
将
来
構
想

２
月
27
日
ま
で
に
ビ
ジ
ョ
ン
の
案
に
意
見
を

　

市
で
は
、
今
年
度
、「
渋
川
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン(

将
来
構
想)

は
、

今
後
の
市
の
水
道
行
政
の
在
り
方
や
、

水
道
施
設
の
建
設
計
画
な
ど
を
定
め
、

安
全
で
安
心
な
お
い
し
い
水
を
安
定

し
て
供
給
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も

の
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン(

案)

に

対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

公
募
意
見　
「
渋
川
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン(

案)

」
に
関
す
る
意
見

ビ
ジ
ョ
ン(

案)

の
閲
覧
方
法　

①
水

道
課(

第
二
庁
舎
・
閉
庁
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で)　

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

w
w
w.city.shibukaw

a.gunm
a.jp/)

提
出
方
法　

意
見
を
記
載
し
た
用
紙

に
氏
名(

団
体
名)

、
住
所
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、郵
便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅイ
ー

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
水
道
課(

〒

３
７
７

－

８
５
０
１
・
石
原
80
・

㉒
２
１
６
７
・

w
ater-s@

city.
sh
ibu
kaw
a.gu

n
m
a.jp)

へ

※
電
話
に
よ
る
意
見
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。

※
用
紙
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

水
道
課
で
参
考
様
式
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

も
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

※
持
参
の
場
合
は
、
閉
庁
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
27
日
の
消

印
有
効
。

公
募
結
果　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

整
理
・
要
約
し
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※
意
見
以
外
の
個
人
情
報
な
ど
は
公

表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
別
に
は
回

答
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
課(

☎
㉒
２

１
１
９)

市水道ビジョンを策定します市水道ビジョンを策定します

消防団員など約500人が大行進

　１月４日、渋川広域消防本部
前の市道で、市消防出初式が行
われました。消防隊(消防団員、
消防署員、女性防火クラブ員)が
参加し、パレードを行った後、
市長による消防隊の観閲、放水
試験などが行われました。
 (行政課)

恒例の市消防出初式

市
長
へ
の
投
書
「
ぱ
ら
ぼ
ら
」

市民市市民民民ののの声声声声
Voice

　市町村合併前には、

旧渋川市をはじめ一部

の町村で、広報紙を保

存するためのつづりを

全世帯に配布していま

した。しかし、当時、

作製は無駄だという投

書があったことや広報

紙の判がＡ
エー

４判のため

市販のファイルも利用

できることなどから現

在は作製していません。

しかし、旧渋川市で作

製した保存用つづりの

在庫があります。希望

者には配布しますので、

電話で確認のうえ広報

情報課(☎㉒2320)へ

お越しください。

　

月
２
回
配
布
さ
れ
る
「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
を
保
存
す
る
の
に
、
つ
づ

る
も
の
が
な
く
、
現
在
、
捨
て
て
い
る
状
況
で
す
。
保
存
す
る
た
め
に

つ
づ
り
を
配
布
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
保
存
用
つ
づ
り
の
配
布
を

昨年６月の「親子水の旅探検ツアー」
で長峰浄水場を見学する参加者

行進する女性防火クラブ員
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伊香保温泉再生に伊香保温泉再生に
　　向けた取り組み 19

　

今
回
は
、
シ
リ
ー
ズ
第
13
回(

８
月
１
日
号
掲
載)

で
紹
介
し
た
、「
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
」
の
実
施
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
伊
香
保
温
泉
へ

の
誘
客
と
長
く
滞
在
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

１
、
８
０
０
人
が
参
加
し
た

『
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
』

　
「
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
」
は
、

竹
久
夢
二
伊
香
保
記
念
館
、
伊
香

保
温
泉
観
光
協
会
な
ど
関
係
団
体

の
協
力
の
も
と
、
今
年
度
は
９
月

１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
３
カ

月
間
に
渡
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、
実
施
期
間
が
昨

年
度
よ
り
も
２
カ
月
間
長
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
１
、
３
７
０
人
多

い
約
１
、
８
０
０
人
で
し
た
。
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト(

別
表
参
照)

で
見
る
と
、
参
加
者
は
東
京
近
郊

か
ら
の
人
が
約
７
割
と
多
く
、
全

体
の
約
６
割
が
女
性
で
し
た
。
ま

た
、
今
後
に
つ
な
が
る
結
果
と
し

て
、
こ
の
「
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散

策
」
に
参
加
す
る
た
め
に
伊
香
保

に
訪
れ
た
人
が
２
８
４
人
も
い
た

こ
と
で
し
た
。

　

一
方
、
周
知
手
段
と
し
て
活
用

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

ikaho-haruna.com
)

に
も
多
く

の
閲
覧
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
竹
久
夢
二
伊

香
保
記
念
館
の
職
員
が
取
材
を
も

と
に
、
旬
の
情
報
を
適
時
発
信
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
も

好
評
の
理
由
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散

策
」
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
関
係

団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
誘
客

増
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
伊

香
保
温
泉
グ
ル
ー
プ(

☎
㉒
２
１

１
８)

へ
。

「
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
」

誘
客
対
策
に
一
役

さ
ら
な
る
誘
客
に
向
け
て

「夢二ストーリィ散策」への受付を行う参加者「夢二ストーリィ散策」への受付を行う参加者

夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
と
は

　

伊
香
保
温
泉
街
を
舞
台
に
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
「
夢
二
の

い
た
ず
ら
」（
※
昨
年
度
は
「
夏

の
手
紙
」）を
読
み
進
め
な
が
ら
、

ま
ち
を
散
策
し
て
も
ら
う
企
画

で
、
参
加
者
が
主
人
公
に
な
っ

た
つ
も
り
で
、
伊
香
保
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

す
。

１ 都道府県別

都道府県 人数
(人)

割合
（%)

東京都 363 20.1

埼玉県 272 15.1

群馬県 219 12.2

神奈川県 179 9.9

千葉県 161 8.9

他 610 33.8

計 1,804 100.0

３ 世代別

年代 人数
(人)

割合
（%)

10代 31 1.7

20代 212 11.7

30代 233 12.9

40代 228 12.7

50代 373 20.7

60代 363 20.1

70代 129 7.2

未回答 235 13.0

計 1,804 100.0

２ 男女別

性別 人数
(人)

割合
（%)

男 484 26.8

女 1,145 63.5

未回答 175 9.7

計 1,804 100.0

４ 伊香保に来た目的

目的 人数
(人)

割合
（%)

観 光 1,140 57.4

夢二ストー
リ ィ 散 策 284 14.2

保 養 217 10.9

仕 事 63 3.2

デート 20 1.0

山登り 2 0.1

クラス会 1 0.1

未回答 260 13.1

計 1,987 100.0
※複数回答有り。

（別表）「夢二ストーリィ散策」参加者の状況



毎月連載

隔月連載

防
ご
う
地
球
温
暖
化　
　

防
ご
う
地
球
温
暖
化　
　
シ
リ
ー
ズ
第

シ
リ
ー
ズ
第
1111
回回
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温室効果ガス削減に向けた県の取り組み

　群馬県では、温室効果ガスの排出量を削

減するため、平成18年３月に「第２次群

馬 県 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 計 画(新

CO2CO2(コツコツ)プラン)」を策定しま

した。年々増加傾向にある二酸化炭素の排

出量を、平成22年度までに減少傾向にす

ることを目指しています。

　この計画の中で、次のような取り組みを

②地球温暖化防止活動推進員
  県知事が委嘱し、市町村と連携して、皆

さんへ温暖化防止の普及啓発や情報提供な

どを行っています。

　現在、200人が委嘱されていて、本市で

は11人が活躍しています。

③県地球温暖化防止活動推進センター
　温暖化対策に関する普及啓発を行うなど、

行っていますのでお知らせします。

①ストップ温暖化！県民アクション
　地球温暖化を防止するため「ストップ温

暖化！県民アクション」と題して、主電源

をこまめに切って待機電力を節約すること

や、エコドライブを実践するなど身近で具

体的な行動を10項目にまとめた冊子を作

成しました。

本県の温暖化防止活動の拠点として、「Ｎ
エヌ

Ｐ
ピー

Ｏ
オー

法人地球温暖化防止ぐんま県民会議」が、

県知事の指定を受けてセンターを開設しま

した。セミナーの開催やＤ
ディーブイディー

ＶＤなど啓発

資材の貸し出しのほか、日常生活における

温暖化に関する質問や相談も受けています

ので利用してください。

 (環境課)

まま ちち づづ くく りり かか わわ らら 版版
中 心 市街地

意見があった一方、「雨の中で頑張っているま

ちづくりサポーターに感動しました」と、企

画・準備の苦労が報われるような温かい意見

も紹介されました。その後、イベントやチー

ムの活動について「反省を次回につなげてい

きたい」「継続させていくことが大事」とい

う積極的な意見が次々に出されました。

　また、まちづくりサポーターのあり方につ

　昨年６月から実施してきた「まちづくりサ

ポーター養成講座」も、終盤を迎えています。

１月13日には６回目の講座が開かれ、昨年

12月14日に実施した「まちなかトライアル

イベント」の反省と今後のまちづくりサポー

ターのあり方について、意見交換を行いました。

　イベントの反省では、まず来場者アンケー

トの結果を発表。悪天候での実施を残念がる

いては、「まちなか活性化を多くの人に根付か

せ、世代や地域を越えてみんなが同じ目標を

もてるようにしなくては」「地元、特に商店

会にもっと一緒に取り組んでもらいたい」な

ど多様な意見が出され、今後の活動方法につ

いて真剣な議論を行いました。

　今後も、活性化に向けた活動を進めていき

たいと考えています。 (商工振興課)

イベントの反省と今後の活動に多様な意見が

意見交換の様子意見交換の様子

第５回



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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道の駅こもちでコンニャクの荒粉作り
参加者からは「懐かしい」「楽しい」の歓声が

映画の上映と原作者による「人権教育講演会」
本市出身の作家登坂さんが映画への思いを語る

　映画「チェスト！」の原作者で

あり、脚本を手がけた本市出身の

登坂恵里香さんを講師に招き、１

月16日に市民会館で人権教育講

演会が行われました。講演会では、

「チェスト！」への思いを交えな

がら講演を行い、「群馬の子どもの

ために、何ができるか考えながら

見ていただければ」と話した後、

映画の上映が行われました。

講演を行う登坂恵里香さん(左上)に拍手を送る来場者

薄切りの芋を細長い棒
で刺して並べます
(右)
小学生も楽しく作業に
参加(左)

　生のコンニャク芋を薄く切り、乾燥させた「荒粉」。この荒粉作
りの加工体験が１月７日に道の駅こもちで行われました。市内外か
ら訪れた人からは「懐かしい、子どものころに手伝いでやった」と
話す声や、初めてコンニャク芋に触ったという小学生が「意外に簡
単で楽しかった」と話すなど、さまざまな声があがっていました。



Photo Topics
Photo Topics
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新成人が企画運営した「成人式」
晴れ着やスーツ姿の新成人818人が新たな門出

第３回渋川チャイルドゆめフェスティバル
親子ら2,200人が、演劇などで楽しいひととき

　市内の保育所(園)や幼稚園、

子育て支援センターなどの活動を

紹介するパネル展示と劇団飛行船

による演劇が12月20日、市民会

館で行われた「渋川チャイルドゆ

めフェスティバル」。親子ら約

2,200人が訪れ、工夫を凝らした

パネルを見たり、かわいいぬいぐ

るみが登場する演劇を鑑賞したり、

楽しいひとときを過ごしました。

保育所(園)、幼稚園などのパネル展示

晴れ着姿とあふれる笑顔
で華やぐ会場(左)
新成人代表者による「成
人の誓い」(右上)
元気いっぱい！(右下)

　「集え！無限の可能性を秘めた原石タチ」をテーマに、１月11日
に市民会館で行われた成人式。この式典は、公募や推薦により選ば
れた16人の新成人による成人式運営委員会が企画・運営。会場は、
該当者1,006人の内、出席した818人の晴れ着やスーツ姿の新成
人で華やいだ雰囲気に包まれていました。



「広報しぶかわ」掲載の有料広告募集
　毎月１日、15日の２回、３万1,300部を作成し、毎戸
に配布している本市の広報紙「広報しぶかわ」に掲載
する有料広告を募集します。
規格　▷区画A

エー

＝縦4.9㎝×横8.7㎝　▷区画B
ビー

＝縦
4.9㎝×横17.7㎝
掲載位置・規格　広報紙中面の最下段(13ページの広
告掲載場所を参照)
掲載期間　広報紙の各号１回(ただし、複数回の掲載も可)

掲載料(１回)　▷区画Ａ＝１万5,000円　▷区画Ｂ＝３
万円(区画Aの２つ分）
申込方法　「渋川市広報紙広告掲載取扱要綱」(広報情
報課にあります)を確認のうえ、申請書を広報情報課へ
提出
※市広報紙広告掲載取扱要綱と申請書は、市ホームペ
ージから印刷できます。
申込期限　掲載を希望する広報紙の号の発行40日前

問い合わせ先　広報情報課(☎㉒2320)
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

「
渋
川
広
域
農
産
物
の
再
発

見
と
地
産
地
消
」
研
修
会

農
林
課 

☎
㉒
２
５
９
３

　

渋
川
広
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る

農
産
物
に
つ
い
て
、
食
の
魅
力
と

消
費
に
関
す
る
講
演
や
試
食
を
通

し
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

金
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー内
容　

▽
講
演
＝
地
域
食
材
の
魅

力
と
消
費
の
あ
り
方　

▽
そ
の
他

＝
地
元
農
産
物
の
展
示
と
試
食

講
師　

田
村
善
男
さ
ん(

野
菜
ソ

ム
リ
エ)

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
ま
た
は

渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー

(

☎
㉓
１
３
２
１)

募　

集

募　

集

「
水
道
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

水
道
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
９

　

市
水
道
事
業
で
は
、「
水
道
料
金

等
の
お
知
ら
せ
」
の
裏
面
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、

市
水
道
事
業
広
告
掲
載
取
扱
要
綱

(

以
下
「
要
綱
」
と
い
う)

お
よ
び

市
水
道
事
業
「
水
道
料
金
等
の
お

知
ら
せ
」
裏
面
広
告
募
集
要
領(

以

下
「
要
領
」
と
い
う)

を
参
照
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
要

綱
と
要
領
は
、
水
道
課(

第
二
庁

舎)

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.city.

shibukaw
a.gunm

a.jp/)

で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

要
綱
に
定
め
る
取
扱

基
準
に
あ
て
は
ま
り
、
本
市
の
市

税
や
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

な
ど
の
滞
納
が
な
い
個
人
ま
た
は

法
人

掲
載
規
格　
「
水
道
料
金
等
の
お

知
ら
せ
」
裏
面
全
面(

縦
18
㌢
㍍

×
横
６
㌢
㍍)

・
２
色
刷

掲
載
期
間　

６
月
検
針
分
〜
平
成

22
年
３
月
検
針
分

募
集
枠
数　

１
枠

掲
載
料
金　

期
間
額
10
万
５
、
０

０
０
円(

税
込)

決
定
方
法　

要
綱
な
ど
に
よ
り
審

査
し
、
公
共
性
、
公
益
性
な
ど
が

高
い
も
の
を
優
先
し
ま
す

※
審
査
に
よ
り
広
告
デ
ザ
イ
ン
の

修
正
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　

水
道
事
業
広
告
掲
載

申
込
書(

水
道
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す)

に
広

告
デ
ザ
イ
ン
原
稿(

案)

を
添
え

て
、
水
道
課
管
理
グ
ル
ー
プ
へ

※
広
告
の
原
稿
作
成
に
か
か
る
費

用
は
、申
込
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

募
集
期
限　

２
月
27
日
㈮(

必
着)

水道水が灯油臭い

　水道課へ寄せられる問い合わせの
中に、水道水から灯油臭がするとい
う事例が数件寄せられています。こ
れには、次の原因が想定されますの
で注意してください。
原因　宅地内に埋設された水道管が、
塩化ビニール管やポリエチレン管の
場合、灯油タンクからの油漏れなど
により灯油が土中の水道管に浸透し、
水道水から灯油臭が発生します。
対策　灯油が浸透した土を取り替え、
においが消えるまで水を流してくだ
さい。場合によっては、原因箇所の
水道管や灯油配管の取り替えが必要
となります。灯油タンクなどは、水
道管と離して設置することをお勧め
します。

水道課　　☎㉒2119



□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

広告掲載場所(区画Ａ)

単色(黒)刷り

0.2㎜の線で囲った範囲内

広告掲載場所(区画Ａ)

単色(黒)刷り

0.2㎜の線で囲った範囲内

17.7㎝（区画B）

4.9㎝ 4.9㎝

8.7㎝ 8.7㎝
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

さ
い
た
ま
の
古
墳
と
中
世

館
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

文
化
財
保
護
課 

☎
52
２
１
０
２

　

埼
玉
県
内
の
古
墳
や
史
跡
を
巡

り
ま
す
。

と
き　

３
月
１
日
㈰
午
前
８
時
出

発(

午
後
５
時
帰
着
予
定)

集
合
場
所　

北
橘
歴
史
資
料
館

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

コ
ー
ス　

さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘

(

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
内)

・
大お

お

蔵く
ら

館
や
か
た

跡あ
と(

伝
・
木き

曽そ

義よ
し

仲な
か

誕
生

の
地)

・
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の

博
物
館(

戦
国
時
代
の
館
跡)

案
内
人　

文
化
財
保
護
課
職
員

定
員　

28
人(

先
着
順)

参
加
料　

２
０
０
円(

観
覧
料
・

当
日
集
め
ま
す)

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い(

食
堂
利
用
可)

。

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
北
橘
歴

史
資
料
館(

☎
52
４
０
９
４)

へ

申
込
期
間　

２
月
７
日
㈯
〜
15
日

㈰(

月
曜
日
は
休
館)

ペ
ル
シ
ャ
家
庭
料
理
教
室

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局(

企
画

課
内) 

☎
㉒
２
３
９
６

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
各
国

で
育
ま
れ
て
き
た
家
庭
料
理
の
実

習
を
通
し
て
、
そ
の
国
の
文
化
を

理
解
す
る
た
め
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

２
月
28
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

※
昼
食
時
に
試
食
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

シ
ャ
・
キ
ャ
ム
・
パ
レ(

ナ

ス
と
ひ
き
肉
の
料
理)

、
ス
ー
ペ

ジ
ョ(

麦
ス
ー
プ)

、
フ
ィ
ル
ニ
ー

(

白
玉
粉
プ
リ
ン)

の
３
品
を
予
定

講
師　

田
村
ア
ザ
ム
さ
ん(

高
崎
市)

定
員　

15
人(

先
着
順)

参
加
料　

８
０
０
円(

材
料
費
・

当
日
集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　

電
話
で
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
へ

申
込
期
間　

２
月
５
日
㈭
〜
19
日

㈭(
閉
庁
日
を
除
く)

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

毎
月
第
２
日
曜
日
は
、
市
民
家

庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日
で
す
。
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
よ
う
体
育

指
導
委
員
が
、
利
用
者
の
要
望
に

よ
り
指
導
し
ま
す
。

と
き　

２
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

市
民
ス
キ
ー
教
室

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

３
月
７
日
㈯
午
前
６
時
30

分
集
合

集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車

場交
通
手
段　

大
型
バ
ス

と
こ
ろ　

湯
沢
中
里
ス
キ
ー
場

(

新
潟
県
湯
沢
町)

講
師　

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
の

皆
さ
ん

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
小

学
生
以
上
の
人(

小
学
生
は
保
護

者
同
伴)

定
員　

40
人(

先
着
順)

参
加
料　

▽
小
・
中
学
生
＝
２
、

０
０
０
円　

▽
高
校
生
以
上
＝
２
、

５
０
０
円(

バ
ス
代
、
保
険
料)

※
昼
食
、
リ
フ
ト
券
、
ス
キ
ー
レ

ン
タ
ル
料
は
参
加
者
負
担
。

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
期
限　

２
月
20
日
㈮



「 広 報し ぶ か わ 」
ホームページに掲載
広報情報課　　☎㉒2320

　今号から、「広報しぶかわ」が市
のホームページ(http://www.city.
shibukawa.gunma.jp/)で見ることが
できるようになりました。
　今後は、毎号発行後、ホームペー
ジに掲載しますので、利用してくだ
さい。
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

福　

祉

福　

祉

聴
覚
障
害
者
の
教
養
講
座

社
会
福
祉
課 

☎
㉒
２
１
１
５

 

㉒
２
３
２
７

と
き　

２
月
28
日
㈯
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

(

旧
渋
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー)

４

階
大
会
議
室

内
容　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
太
極
拳け

ん

を
体
験
し

ま
す

講
師　

上か
み

村む
ら

仁
さ
ん(

有
馬)

対
象
者　

市
内
在
住
で
中
学
生
以

上
の
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
、
一

般
市
民

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

運
動
の
で
き
る

服
装

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電
話
で

社
会
福
祉
課
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
、

市
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
長
小
林

秀
男
さ
ん
宅(

㉔
０
４
９
２)

へ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

２
月
22
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

２
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
３
月
の
休
館
日
〉

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
21

日
㈯
、
23
日
㈪
、
30
日
㈪

公
民
館

公
民
館

渋
川
公
民
館
ま
つ
り

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

　

渋
川
公
民
館
地
区
の
皆
さ
ん
や

定
期
利
用
団
体
の
作
品
展
と
演
技

発
表
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
渋
川

公
民
館
が
第
二
庁
舎
に
移
転
後
初

の
公
民
館
ま
つ
り
で
す
。
皆
さ
ん

誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
き　

▽
作
品
展
示
＝
２
月
26
日

㈭
〜
３
月
１
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
４
時(

３
月
１
日
㈰
は
午
後
３

時
30
分
ま
で)　

▽
演
技
発
表

会
・
お
茶
会
＝
３
月
１
日
㈰
午
前

11
時
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)入
場
料　

無
料

キ
ッ
ズ
★

ひ
な
祭
り
ク
ッ
キ
ン
グ

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

２
月
22
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

大
人
数
で
食
べ
る
彩
り
豊

か
な
、
ち
ら
し
ず
し
を
作
り
ま
す

講
師　

服
部
信
子
さ
ん(

有
馬)

対
象
者　

小
学
生

定
員　

15
人(

先
着
順)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
２
月
18
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

２
月
９
日
㈪
午
前

８
時
30
分

お
雛ひ

な

さ
ま
の
リ
ー
ス
作
り

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１造花で飾られた完成品

と
き　

２
月
17
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

桃
の
枝
を
使
っ
て
リ
ー
ス

(

輪
飾
り)

を
作
り
、
桃
の
花(

造

花)

な
ど
を
飾
り
付
け
ま
す

講
師　

荒
牧
真
理
さ
ん(

富
士
見

村)対
象
者　

20
歳
以
上
の
女
性

定
員　

20
人(

先
着
順)

↖
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

各総合支所の電話番号

参
加
料　

１
、
５
０
０
円(

材
料

費)申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

２
月
６
日
㈮
午
前

８
時
30
分

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

「
ミ
ニ
ラ
ン
プ
」

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

２
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

コ
ン
セ
ン
ト
が
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
使
え
る
、
可
愛
い
足
元
灯

を
作
り
ま
す

講
師　

舛ま
す

田だ

弘
彦
さ
ん(

高
崎
市)

定
員　

12
人(

先
着
順)

参
加
料　

３
、
５
０
０
円(

材
料

費)持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

かわいらしいミニランプです

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ(

参
加

料
は
２
月
19
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

申
込
開
始
日　

２
月
10
日
㈫
午
前

８
時
30
分

図
書
館

図
書
館

資
料
貸
出
休
止
の
お
知
ら
せ

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

　

市
立
図
書
館
で
は
、
２
月
16
日

㈪
か
ら
３
月
２
日
㈪
ま
で
の
15
日

間
、
図
書
館
電
算
化
シ
ス
テ
ム
入

れ
替
え
の
た
め
、
図
書
お
よ
び
視

聴
覚
資
料
の
貸
し
出
し
を
休
止
し

ま
す
。

　

学
習
室
・
参
考
図
書
室
の
利
用
、

図
書
・
新
聞
・
雑
誌
の
閲
覧
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
視
聴
覚
機

器
の
利
用
は
平
常
ど
お
り
で
き
ま

す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

２
月
14
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ

ン
」「
ミ
ミ
ち
ゃ
ん
の
て
と
て
と

て
」

入
場
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

２
月
７
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
白
い
カ
ラ

ス
」「
こ
と
り
の
う
ち
」　

▽
紙

芝
居
＝
「
り
ゅ
う
の
目
の
な
み

だ
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

２
月
15
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ

ム
」(

監
督
：
イ
・
ジ
ェ
ハ
ン
／

主

演
：
チ
ョ
ン
・
ウ
ソ
ン
／

２
０
０

４
年
・
韓
国
映
画)

入
場
料　

無
料

↖



●とき　３月17日(火)、18日(水)午前９時～

午後４時　●ところ　勤労福祉センター　●内

容　▷17日＝開講式、講義(職場の人間関係、

上手な電話のかけ方)　▷18日＝講義(コミュ

ニケーションのこつ、消費者トラブル対策、新

社会人の健康管理、職場における労働法)、研

修のまとめ、閉講式　●対象者　新入社員(予

定者含む)　　●定員　60人(先着順)　●参加

料　▷会員事業所＝１人2,000円　▷非会員事

業所＝１人4,000円(資料代、昼食代)　●申

込期限　３月３日(火)　●申込・問い合わせ

先　渋川商工会議所(☎㉕1311)へ

掲示板 市以外のお知らせ

２日間の「新入社員研修会」 申し込みは３月３日まで
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募集
渋
川
地
区

高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

●
訓
練
科
・
訓
練
期
間　

▽
木
造

建
築
科
、
左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科
、

建
築
板
金
科
＝
３
年
間　

▽
配
管

科
、
と
び
科
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
施
工
科
、
型
枠
コ
ー
ス
＝
２
年

間　

●
訓
練
日
数　

週
１
日
〜
２

日　

●
対
象
者　

事
業
所
に
勤
務

し
て
い
る
人　

●
授
業
料(

月
額)

▽
３
年
間
コ
ー
ス
＝
７
、
２
０
０

円　

▽
２
年
間
コ
ー
ス
＝
８
、
８

０
０
円　

●
申
込
期
限　

３
月
６

日
㈮　

●
問
い
合
わ
せ
先　

渋
川

地
区
高
等
職
業
訓
練
校(

☎
54
５

１
７
７)

相談
介
護
職
等
を
め
ざ
す
人
の

就
職
相
談
会

●
と
き
・
と
こ
ろ　

▽
２
月
８
日

㈰
＝
高
崎
・
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

(

高
崎
市
高
松
町)　

▽
２
月
15
日

㈰
＝
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(

前
橋
市
新
前
橋
町)　

※
時
間
は

各
日
と
も
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
。

●
内
容　

介
護
職
に
就
き
た
い
人

・
仕
事
内
容
を
知
り
た
い
人
に
対

す
る
個
別
相
談
、
県
福
祉
マ
ン
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
就
職

相
談　

●
費
用　

無
料　

●
申
込

方
法　

当
日
直
接
会
場
へ　

●
問

い
合
わ
せ
先　

県
介
護
高
齢
課(

☎

０
２
７

－

２
２
６

－

２
５
７
６)

相談
心
に
悩
み
を
も
つ
人
の

家
族
相
談
会

●
と
き　

２
月
18
日
㈬
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

●
と
こ
ろ　

市
民

会
館
会
議
室　

●
内
容　

保
健
・

医
療
・
福
祉
の
相
談
、
家
族
の
対

応
の
仕
方
・
社
会
復
帰
の
相
談
な

ど　

●
対
象
者　

精
神
障
害
者
の

家
族
ま
た
は
関
係
者　

●
費
用　

無
料　

●
申
込
方
法　

当
日
直
接

会
場
へ　

●
問
い
合
わ
せ
先　

県

精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会(

☎

０
２
７

－

２
６
３

－

１
１
６
６)

入札
県
有
地
の
売
却

●
売
却
物
件　

渋
川(

上
郷)

２
６

８
９

－

１
・
宅
地
３
７
８
・
79
平

方
㍍　

●
売
却
方
法　

一
般
競
争

入
札　

●
入
札
日　

３
月
19
日
㈭

●
入
札
参
加
資
格　

問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い　

●
申
込
書
配
布
場

所　

県
管
財
課
、
渋
川
行
政
事
務

所
・
土
木
事
務
所(

金
井)

、
市
役

所
市
民
課
前　

●
申
込
期
限　

２

月
27
日
㈮　

●
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先　

県
管
財
課(

☎
０
２
７

－

２

２
６

－

２
１
１
２)

講座
第
12
期
砂
防
公
開
講
座

●
と
き　

２
月
24
日
㈫
午
後
１
時

30
分
〜
４
時(

午
後
１
時
開
場)

●
と
こ
ろ　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

●
内
容　

防
災
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
の
「
防
災
講
座
」　

●
定
員　

１
０
０
人(

先
着
順)　

●
参
加
料

無
料　

●
申
込
方
法　

氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
Ｅイ

ー

メ
ー
ル

で
、
国
土
交
通
省
利
根
川
水
系
砂

防
事
務
所(

☎
㉒
４
１
７
７
・

ton
esabo@

ktr.m
lit.go.jp)

へ

案内
シ
ニ
ア
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー

●
開
所
日　

月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分(

祝
日
を
除

く)　

●
内
容　

再
就
職
相
談
、

求
人
・
起
業
な
ど
の
情
報
提
供　

●
対
象
者　

中
高
年
齢
者(

お
お

む
ね
35
歳
以
上)　

●
申
込
方
法

電
話
で
シ
ニ
ア
就
業
支
援
セ
ン
タ

ー(
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
・
前
橋
市
新
前
橋
町
・
☎
０
２

７

－

２
５
５

－

２
３
０
０)

へ



診療受付時間のご案内／整形外科　火・木曜日　午前８時30分～11時
午後１時～３時／リハビリテーション科(予約制)　水・金曜日　午後１時から診療開始

健康インフォメーション

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111

健康の道しるべ

17

●
積
極
的
に
保
健
指
導
を

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

内
臓

脂
肪
症
候
群)
の
解
消
や
生
活
習
慣
病

予
防
に
生
か
し
て
も
ら
う
た
め
の
健
診

で
す
。
健
診
後
の
保
健
指
導
で
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
撃
退
し

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
自

分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る

た
め
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
結
果
と
一
緒
に
、
説
明

会
や
保
健
指
導
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た

人
は
、
積
極
的
に
参
加
し
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
の
た
め
に
十
分
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
皆
さ
ん
の
成
果
報
告

　

保
健
指
導
に
よ
り
、
減
量
に
取
り
組

ん
だ
２
人
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

Ａエ
ー

雄
さ
ん(

58
歳
・
自
営
業)

　

毎
日
の
晩
酌
と
つ
ま
み
が
楽
し
み
で
、

食
事
は
大
食
・
早
食
い
。
６
カ
月
後
の

目
標
は
体
重
８
㌔
㌘
減
量
。
こ
れ
な
ら

で
き
そ
う
と
選
ん
だ
方
法
は
、
週
１
回

の
休
肝
日
と
晩
酌
の
つ
ま
み
を
野
菜
中

心
に
し
、一
口
20
回
か
ん
で
一
口
ご
と
に
、

は
し
を
置
く
方
法
で
し
た
。
保
健
師
や

栄
養
士
の
継
続
支
援
に
よ
り
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
た
こ
と
と
妻
と
の
二
人

三
脚
で
で
き
た
こ
と
が
、
成
果
を
あ
げ

ら
れ
た
理
由
で
し
た
。

Ｂビ
ー

子
さ
ん(

48
歳
・
パ
ー
ト)

　

１
年
で
体
重
が
８
㌔
㌘
増
加
。
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
保

健
師
の
指
導
に
よ
り
、
減
量
を
開
始
し

ま
し
た
。
結
果
は
、
運
動
と
食
事
に
よ

り
６
カ
月
で
５
㌔
㌘
の
減
量
に
成
功
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
簡
単
に
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
１
日

１
回
だ
っ
た
犬
の
散
歩
を
朝
夕
の
２
回

に
し
た
こ
と
、
３
杯
の
コ
ー
ヒ
ー(

ミ
ル

ク
と
砂
糖
入)

を
１
杯
に
減
ら
し
た
こ

と
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
野
菜
を
た

く
さ
ん
食
べ
る
な
ど
、
食
事
に
も
気
を

つ
け
な
が
ら
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
保
健
師
・
栄
養
士
が
応
援
し
ま
す

　

保
健
指
導
に
は
、
個
人
を
対
象
に
行

う
特
定
保
健
指
導
の
ほ
か
、
教
室
形
式

で
行
う
指
導
と
し
て
、
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
」
や
「
健
康
い
き
い
き
教
室
」、
食
生

活
改
善
推
進
員
が
担
当
す
る
「
健
康
料

理
教
室
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
向
け
て
、
あ

な
た
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
や
家
庭
訪
問
な
ど
、
要

望
に
応
じ
て
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
が

応
援
し
ま
す
。

－

生
活
習
慣
病
予
防
の
合
い
言
葉

－

「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁

煙　

最
後
に
ク
ス
リ
」

健
診
結
果
を
生
活
に
生
か
そ
う
健
康
管
理
課



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

【あじさい街道】

撮影場所：北橘町小室
撮影日：平成20年６月24日
撮影者：今井勉さん(北橘町小室)

絵画にみる故郷の山 vol.10

美術作品紹介

　地面に雪の残るみなかみ町上
かみ

牧
もく

のひなびた風景、そ

の背後には、上越国境の山並みが迫っています。人を

寄せ付けない厳しさが感じられる白銀の谷川岳は、そ

の特徴であるトマ・オキの二つ耳(二つの頂上の意)

もしっかりと描かれています。

　作者は本市出身の洋画家、群馬大学の教授として多

くの美術教師を育成しました。作品は、市役所本庁舎

２階第２応接会議室に展示されています。

「谷川岳の見える上牧風景」
作者：狩野守(かのうまもる)

油彩　53cm×73cm

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　コスモス保育園の年長園児たちの竹馬乗り。昨年11月から
乗り始め、今では、走ったり止まったりと、楽しく元気に竹馬に乗って
います。これからも、いっぱい竹馬に乗って、３月の卒園式で、その成
果をみんなに披露します。

うぶごえ（12月生まれ)
男の子　30人
女の子　30人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80
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